




《 開 催 概 要 》 
■ 第 3６回全国自治体政策研究交流会議 川崎大会 
日程 内     容 会 場 備 考 

8 
月 
25 
日 

(金) 

13:00 
14:00 

 
 

14:30 
 
 
 
 
 
 
 
 

15:50 
 
 
 
 
 

16:30 

開場・受付開始 
開会挨拶・基調講演 
「川崎市が推進する“スポーツ×ＳＤＧｓ”によるまちづくり 」 

   福田 紀彦 川崎市長  
パネルディスカッション第１部 「スポーツ×地域づくり のＳＤＧｓ」 
登壇者 
黒木 透  ㈱川崎フロンターレ管理部企画担当マネージャー 
隠岐 洋一 ㈱DeNA川崎ブレイブサンダース SDGｓﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ 
岡田 理恵 NEC㈱ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ推進部ｱｼｽﾀﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 
片倉 哲史 川崎市市民文化局市民スポーツ室担当課長 

コーディネーター 
高木 超  川崎市 SDGs推進アドバイザー 
（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任助教） 

パネルディスカッション第 2部 「スポーツ×地域経済 のＳＤＧｓ」 
登壇者 
桂田 隆行 ㈱日本政策投資銀行地域調査部課長 
小井 陽介 川崎とどろきパーク㈱代表取締役社長  

コーディネーター 
高木 超  （再掲） 

閉会 

○川崎市スポーツ・文
化総合センター 
（カルッツかわさき） 
 
〒210-0011 
神奈川県川崎市川崎区
富士見 1-1-4 
TEL.044-222-5211 
 
JR川崎駅（北口東）、京
急川崎駅から徒歩約
15分 
川崎駅東口バスターミ
ナルからバス 5分 

 

参加費 無料 

 

18:45 
～ 

20:00 

自治体学会賞表彰式 
情報交換会  

川崎商工会議所(JR 川
崎駅、京急川崎駅前） 

参加費 
 5,000円 

■ 第 3７回自治体学会川崎大会 
日程 内     容 会 場 備 考 

８ 
月 
25 
日 

（金） 

 
16:45 

～ 
18:15 

 
研究発表セッション 
  Ａ︓文化とまちづくり  Ｂ︓自治体と職員  Ｃ︓地域活性化 
  Ｄ︓災害  Ｅ︓共生  Ｆ︓法と政策    Ｇ︓参加・協働 

○川崎市スポーツ・文
化総合センター 
（カルッツかわさき） 
 
〒210-0011 
神奈川県川崎市川崎区
富士見 1-1-4 
TEL044-222-5211 
 
 
○川崎市教育文化会館 
 
〒210-0011 
神奈川県川崎市川崎区
富士見 2-1-3 
TEL044-233-6361 
 
上記 2施設とも 
JR川崎駅（北口東）、京
急川崎駅から徒歩約
15分 
川崎駅東口バスターミ
ナルからバス 5分 

参加費 

【会員】 
  3,000円 
【非会員】 
  6,000円 
 

 ８ 
月 
26 

 日 
（土） 
  
 

9:30 
 10:00 
10:30 

 
 
 

~ 
 
 
 
 

12:30 
～ 

13:45 
 

13:45 
 
 

 
 
 

～ 
 
 
 

15:45 

自治体学会総会（9:30～10:15） 
受付開始 
分科会 第 1部(10:30～12:30）  
１ 「デジタル田園都市国家構想」とのつき合い方 
２ コミュニティのありたい姿と支える自治体政策 

～持続可能な地域社会づくりに向けて～ 
３ 自治体職員による本来業務以外の活動について考える Part2 
４ 社会的価値を反映させた公共調達の可能性～人権尊重の対応を契機として～ 
 
（昼食・休憩） ポスターセッションコアタイム(12:50～13:30) 
 
分科会 第２部(13:45～15:45) 
５ 地方公務員の定年延長と役職定年制を考える 

～組織活力低下の危機にどう向き合うか～ 
６ 地域公共交通（ローカル鉄道）の再編における分権と自治 
７ 少子高齢化・人口減少時代の「創造都市・創造農村」 
８ （地元企画）子どもの権利条例と子どもを取り巻く「いま」 
９ （公募企画）議会からの政策立案をすすめるには 

～執行部と議会はどう協働するか～ 

 10:00～16:00  ポスターセッション（コアタイムは 12:50～13:30）  ○カルッツかわさき 

■ エクスカーション 
日 程 内     容 参 加 費 

8月 26日 
(土) 
～ 

27日(日) 

Aコース 川崎臨海部の変貌、工場夜景とキングスカイフロント、多文化共生のまちづくりコース 
（8月 26日～27日） 

 
Bコース 三浦半島の｢小網代(こあじろ)の森｣を歩く︕源流から海までまるごと保全された生態系を体験する 

コース（８月 27日） 

A︓22,000   
     円 

 
Ｂ︓1,500円 
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第３６回全国自治体政策研究交流会議 川崎大会

2023年8月25日14時～16時30分
カルッツかわさきホール

メインテーマ：スポーツ×ＳＤＧｓによるまちづくり

基調講演

川崎市が推進する“スポーツ×ＳＤＧｓ”によるまちづくり

1972年生まれ。川崎市宮前区出身。高校生活、大学生活を
米国で送った後、1995年に衆議院秘書となる。神奈川県議
会議員、神奈川県知事秘書、早稲田大学マニフェスト研究所
客員研究員を経て、2013年に川崎市長に就任（現在３期目）。

㈱川崎フロンターレ管理部企画担当マネージャー
黒木 透

㈱DeNA川崎ブレイブサンダースSDGsﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ  
隠岐 洋一

NEC㈱スポーツビジネス推進部 ｱｼｽﾀﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
岡田 理恵

日本のスタジアムは市民生活、地域経済を豊かにするための多世代
交流拠点へと変貌を遂げる。日本のスタジアムが、そして全国的な先
行事例として等々力緑地がどのように再編されるのか、最新の構想を
お伝えします。

登壇者

㈱川崎フロンターレ管理部企画担当マネージャー

2002年に富士通㈱に入社。Jリーグの統合CRMプラットフォー
ムの構築やデジタル化、マーケティング支援を担当。2018年より
㈱川崎フロンターレでSDGsを含めた新規事業企画に従事。

新卒で旅行会社の勤務を経て、2008年にDeNAに入社。別
会社での経験の後、2019年に川崎ブレイブサンダースに参画。
現在は法人営業およびSDGsプロジェクトを担当。

NECレッドロケッツの元選手。スポーツ庁と連携した競技力
向上事業の支援担当を経て、2022年にNECに再入社。
現在はチームのマネジメントや地域連携に従事。

川崎市市民文化局市民スポーツ室担当課長
片倉 哲史

㈱日本政策投資銀行地域調査部 課長 桂田 隆行

電力業、化学業、ホテル・旅館業等への融資等を経て、現在ス
タジアム・アリーナを活かしたまちづくりやスポーツ産業市場の
企画調査等を担当。スポーツ庁をはじめ各種委員を務める。

川崎とどろきパーク㈱ 代表取締役社長 小井 陽介

1990年、東京急行電鉄株式会社（当時）入社。財務、不動産
投信、人事、鉄道経営などの業務に従事し現在に至る。
「日本一 笑顔あふれる 公園へ」をスローガンに掲げる。

川崎市SDGs推進アドバイザー 高木 超
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特任助教

NPO等を経て、2012年から神奈川県大和市役所の職員とし
て住民協働等を担当。17年に退職後、米国クレアモント評価セ
ンター・ニューヨークでSDGsを研究。19年4月から現職。現在、
様々な自治体のSDGs政策についてアドバイザーを務める。

㈱

㈱川崎フロンターレで㈱川崎フロンターレで

新卒で旅行会社の勤務を経て、
会社での経験の後、
現在は法人営業および

川崎市長 福田 紀彦

川崎市のスポーツ政策はまちの変化とともにあった。かつてプロスポー
ツチームが根付かないまちと言われた川崎市がいかにして「スポーツの
まち」へと変貌を遂げたのか。
川崎市の過去、現在、未来を市長が語ります。

テーマ

内 容

講演者

パネルディスカッション【第１部】

テーマ スポーツ×地域づくり のＳＤＧｓ

川崎市に本拠地を置くスポーツチームが、住民やまちを豊かにするため
に市とともに進めてきた活動について、考え方や実践事例、将来展望、
地域発展のポイントなどを熱く語り合います。

内 容

登壇者

登壇者

パネルディスカッション【第２部】

テーマ

内 容

登壇者

スポーツ×地域経済 のＳＤＧｓ

コーディ
ネーター

パネルディスカッション【第１部・第２部を通じて】
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第３６回全国自治体政策研究交流会議 川崎大会

2023年8月25日14時～16時30分
カルッツかわさきホール

メインテーマ：スポーツ×ＳＤＧｓによるまちづくり

基調講演

川崎市が推進する“スポーツ×ＳＤＧｓ”によるまちづくり

1972年生まれ。川崎市宮前区出身。高校生活、大学生活を
米国で送った後、1995年に衆議院秘書となる。神奈川県議
会議員、神奈川県知事秘書、早稲田大学マニフェスト研究所
客員研究員を経て、2013年に川崎市長に就任（現在３期目）。

㈱川崎フロンターレ管理部企画担当マネージャー
黒木 透

㈱DeNA川崎ブレイブサンダースSDGsﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ  
隠岐 洋一

NEC㈱スポーツビジネス推進部 ｱｼｽﾀﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
岡田 理恵

日本のスタジアムは市民生活、地域経済を豊かにするための多世代
交流拠点へと変貌を遂げる。日本のスタジアムが、そして全国的な先
行事例として等々力緑地がどのように再編されるのか、最新の構想を
お伝えします。

登壇者

2002年に富士通㈱に入社。Jリーグの統合CRMプラットフォー
ムの構築やデジタル化、マーケティング支援を担当。2018年より
㈱川崎フロンターレでSDGsを含めた新規事業企画に従事。

新卒で旅行会社の勤務を経て、2008年にDeNAに入社。別
会社での経験の後、2019年に川崎ブレイブサンダースに参画。
現在は法人営業およびSDGsプロジェクトを担当。

NECレッドロケッツの元選手。スポーツ庁と連携した競技力
向上事業の支援担当を経て、2022年にNECに再入社。
現在はチームのマネジメントや地域連携に従事。

川崎市市民文化局市民スポーツ室担当課長
片倉 哲史

㈱日本政策投資銀行地域調査部 課長 桂田 隆行

電力業、化学業、ホテル・旅館業等への融資等を経て、現在ス
タジアム・アリーナを活かしたまちづくりやスポーツ産業市場の
企画調査等を担当。スポーツ庁をはじめ各種委員を務める。

川崎とどろきパーク㈱ 代表取締役社長 小井 陽介

1990年、東京急行電鉄株式会社（当時）入社。財務、不動産
投信、人事、鉄道経営などの業務に従事し現在に至る。
「日本一 笑顔あふれる 公園へ」をスローガンに掲げる。

川崎市SDGs推進アドバイザー 高木 超
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特任助教

NPO等を経て、2012年から神奈川県大和市役所の職員とし
て住民協働等を担当。17年に退職後、米国クレアモント評価セ
ンター・ニューヨークでSDGsを研究。19年4月から現職。現在、
様々な自治体のSDGs政策についてアドバイザーを務める。

川崎市市民文化局市民スポーツ室担当課長

NEC

NEC
向上事業の支援担当を経て、
現在はチームのマネジメントや地域連携に従事。

川崎市長 福田 紀彦

川崎市のスポーツ政策はまちの変化とともにあった。かつてプロスポー
ツチームが根付かないまちと言われた川崎市がいかにして「スポーツの
まち」へと変貌を遂げたのか。
川崎市の過去、現在、未来を市長が語ります。

テーマ

内 容

講演者

パネルディスカッション【第１部】

テーマ スポーツ×地域づくり のＳＤＧｓ

川崎市に本拠地を置くスポーツチームが、住民やまちを豊かにするため
に市とともに進めてきた活動について、考え方や実践事例、将来展望、
地域発展のポイントなどを熱く語り合います。

内 容

登壇者

登壇者

パネルディスカッション【第２部】

テーマ

内 容

登壇者

スポーツ×地域経済 のＳＤＧｓ

㈱

電力業、化学業、ホテル・旅館業等への融資等を経て、現在ス
タジアム・アリーナを活かしたまちづくりやスポーツ産業市場の
企画調査等を担当。スポーツ庁をはじめ各種委員を務める。

コーディ
ネーター

パネルディスカッション【第１部・第２部を通じて】

川崎とどろきパーク㈱

1990
投信、人事、鉄道経営などの業務に従事し現在に至る。
「日本一

川崎市
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科

NPO
て住民協働等を担当。
ンター・ニューヨークで
様々な自治体の
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   第３７回自治体学会 川崎大会 プログラム一覧   

  2023年8月25日(金)～26日(土） 

  川崎市スポーツ・文化総合センター、川崎市教育文化会館   
 

大大会会統統一一テテーーママ  
「「神神奈奈川川・・川川崎崎かからら問問うう自自治治・・地地域域のの未未来来」」    

◎第１日 ８月２５日(金) 

＜研究発表セッション      (16：45～18：15) ＞ 

会員が自治の諸課題に取り組む実践報告や研究成果などを発表し、会場の参加者と議論を深めます。 
※司会・コメンテーターはいずれも調整中 
セッションＡ：文化とまちづくり 

１ 福井 弘教 共生社会における人とペット－川崎市の動向に焦点をあてて－ 

２ 櫻井佳奈子 東京都の遺跡公園の実態と今後のあり方に関する考察 

３ 小泉 京子 古民家を利活用した滞在型観光とまちづくり－島根県出雲市を事例として－ 

セッションＢ：自治体と職員 

１ 吉田 雄大 過疎地域からの「卒業」に関する考察～卒業自治体の分析から～ 

２ 大里 学  職員の創造性発揮のための、基礎自治体職場環境に関する研究 

セッションＣ：地域活性化 

１ 御正山邦明 地方公共団体のスポーツ政策とまちづくり－埼玉県熊谷市を中心事例として－ 

２ 田島 健  東京都内の官民連携によるエリアマネジメントの実態と今後の展開に関する考察 

３ 古賀 敬作ほか SDGs×地域の魅力発信による都市部地域活性化のかたち 

－SDGsイベントプランニング活動の理論と実践－ 

セッションＤ：災害 

１ 高田 昭彦 行政の補完としての災害ボランティア活動 

－2019年台風 19号 川崎市災害ボランティアセンターの私的検証－ 

２ 上山 肇  防災まちづくりにおける情報環境整備に関する実証実験 

－埼玉県戸田市の取り組み－ 

セッションＥ：共生 

１ 青木 優子 東京都における多文化共生政策の実態に関する考察 

２ 早川 諒  熊本市における多文化共生施策の実態に関する一考察 

３ 未定    コロナ禍における「見えない困窮」の現状把握と対応策 

セッションＦ：法と政策 

１ 石田 真  超高齢化社会における行政不服審査法の課題～介護保険審査会を題材にして～ 

２ 鈴木 洋昌 レジ袋有料化義務化の政策過程に関する一試論 

～自治体モデルが影響を与えたのか～ 

３ 滝本 直樹 議員提案政策条例の方向性に関する一考察 

～条例を介した法律の積み残し課題への対応を題材として～ 

セッションＧ：参加・協働 

１ 橋本 佳明 自治体の政策形成における市民参加手法に関する考察 

         －東京都三鷹市第５次基本計画策定プロセスを事例として－ 

２ 髙橋 誠  北方領土返還要求運動への物語論的アプローチ 

 
＜自治体学会賞表彰式・情報交換会      (18：45～20：00) ＞    
                  （会場：川崎商工会議所） 
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   第３７回自治体学会 川崎大会 プログラム一覧   

  2023年8月25日(金)～26日(土） 

  川崎市スポーツ・文化総合センター、川崎市教育文化会館   
 

大大会会統統一一テテーーママ  
「「神神奈奈川川・・川川崎崎かからら問問うう自自治治・・地地域域のの未未来来」」    

◎第１日 ８月２５日(金) 
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＜自治体学会賞表彰式・情報交換会      (18：45～20：00) ＞    
                  （会場：川崎商工会議所） 
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◎第２日 ８月２６日(土) 

＜分科会    第１部               (10：30～12：30) ＞ 

 分科会 １ 「デジタル田園都市国家構想」とのつき合い方                   
岸田内閣は新たな地方政策として、デジタル田園都市国家構想を進めている。「デジタル技術を活用し、

全国のどこでも誰でも便利で快適に暮らせる社会」を目指すという。2023 年度から国、自治体がそれぞれ
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端的に言って、地方創生の焼き直しである。自治体は地方創生と同じように総合戦略に沿って、交付金
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地方創生の問題点、昨今の国と自治体の関係を踏まえ、地方はデジタル田園都市国家構想とどう向き合
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◎パネリスト 今井 照（地方自治総合研究所主任研究員） 
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◎パネリスト 氷室 健太郎（福岡県広川町長） 
●コーディネーター 前田 隆夫（西日本新聞論説委員）  
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●コーディネーター：石井 大一朗（宇都宮大学地域デザイン科学部准教授）  
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● コーディネーター 杉岡 秀紀（福知山公立大学地域経営学部准教授）  

 分科会 ４ 社会的価値を反映させた公共調達の可能性～人権尊重の対応を契機として～      
本年 4 月の閣議決定において、政府調達に人権尊重の規定を明記する旨の方針が示された。もっとも、

これまで、こうした対応は個別法や公契約条例など、調達者の自主的な判断に委ねてきており、人権尊重

の具体的な要件をどのように定めるかという点については、今後の課題として残されている。 
欧米では、価格や品質以外の社会的価値を重視し、入札の参加資格要件や事業者の選定過程において価

格以外の要素を積極的に加味することが一般化されつつある。本分科会では、まず欧州の動向を踏まえ、
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自治体の公共調達に人権尊重の規定を盛りこむことの必要性とその際の論点を整理する。しかし、それだ

けにとどまらず、公共調達に社会的価値を積極的に反映させる可能性にも踏み込んで検討してみたい。そ

のため、制度上の対応に加え、実際に価格以外の要素を契約に盛りこむ際の運用上の論点についても議論

したいと考えている。 
◎パネリスト 長谷川 雅子（一般財団法人 CSO ネットワーク事務局長・理事） 
◎パネリスト：田中 竜介（ILO 駐日事務所プログラムオフィサー／渉外・労働基準専門官） 
◎パネリスト：松村 享（名古屋学院大学法学部教授） 
●コーディネーター：原田 晃樹（立教大学コミュニティ福祉学部教授）  

 

＜昼食・休憩                   (12:30～13:45) ＞ 

＜ポスターセッション・コアタイム       (12:50～13:30) ＞ 

 

＜分科会 第２部                 (13：45～15：45) ＞ 
 分科会 ５ 地方公務員の定年延長と役職定年制を考える                    
        ～組織活力低下の危機にどう向き合うか～                              

令和５年４月１日から、令和３年の改正地方公務員法が施行される。定年が、従来の６０歳から２年に

１歳ずつ、６５歳まで引き上げられていくことに注目が集まるが、規定された『管理監督職勤務上限年齢

制（いわゆる「役職定年制」）』にも、十分な配慮と検討・対応が必要であると考えられる。 
制度運用の開始にあたって、自治体現場ではこの制度改正をどのように捉え、どのように対応しようと

しているのか、そしてそこにはどのような課題が想定され、或いは待ち構えているのか、情報の共有と、

議論・協議をしておきたい。 
◎パネリスト 森田 修康（東京荒川区管理部職員課長） 
◎パネリスト 堤 直規（東京都小金井市子ども家庭部長 キャリアコンサルタント（国家資格）） 
◎パネリスト 大谷 基道（獨協大学法学部教授） 
●コーディネーター 猪狩 廣美（聖学院大学政治経済学部特任教授） 

 分科会 ６ 地域公共交通（ローカル鉄道）の再編における分権と自治              
コロナ禍による公共交通機関の利用者急減は、鉄道事業者の内部補助によって不採算路線を支えてきた

従来体制の脆さを浮き彫りにした。鉄道事業者は不採算路線を次々と炙り出し、政府も集権的な手段を示

唆しながら各地域に公共交通の維持・再編のための新たな方策を作成するよう迫っている。とはいえ、地

域公共交通の維持・再編をめぐる合意形成は、縮退局面（人口減少・限られた財源）の中、複雑な利害関

係の絡む数多くのアクター間で、経済的効率性や福祉ニーズなど多様な側面への配慮が求められる極めて

困難な作業である。本分科会では、まず地域公共交通の維持・再編をめぐる中央地方関係の動向とその課

題を共有したうえで、当該合意形成をどのように進めていけばよいのか、経験者の報告をいただきながら

ともに考えたい。 
◎コーディネーター・基調報告 其田 茂樹（地方自治総合研究所常任研究員） 
◎パネリスト 大塚 良治（江戸川大学社会学部現代社会学科教授） 
◎パネリスト 上野 右貴（喜多方市役所） 

分科会 ７ 少子高齢化・人口減少時代の「創造都市・創造農村」                                               

 2000 年代初頭から、横浜市、金沢市などの先進自治体ではじまった創造都市政策は全国に広がり、創造

都市ネットワーク日本加盟団体数も 2022 年には 165 に達した。2004 年に創設されたユネスコ創造都市ネ

ットワーク加盟都市数も、2008 年の神戸を皮切りに 10 都市に達している。 
近年は過疎地や小規模自治体での取り組みも多く見られるようになり、文化や観光、創造産業に着目した

自治体政策は少子高齢化・人口減少時代にその重要度を増していくと考えられる。 
本分科会では、①文化振興、産業振興、まちづくりなどの異なる領域をまたぐ特徴を持つ創造都市政策の

推進体制と政策評価の手法、②地域固有の文化資源の掘り起こしとその手法、③アーティスト・クリエー

ターや NPO 等市民団体など民間の担い手へのサポートのあり方、④創造都市ネットワーク日本のような

自治体間協力あり方などの論点から自治体政策としての創造都市政策について検討する。 
◎パネリスト 野田 邦弘（横浜市立大学客員教授） 
◎パネリスト 稗田 猛典（元・北九州市役所） 
◎パネリスト 竹見 聖司（丹波篠山市役所） 
●コーディネーター 鈴木 伸治（横浜市立大学教授） 

分科会 ８ （地元企画）子どもの権利条例と子どもを取り巻く「いま」              
「まず、おとなが幸せにいてください。おとなが幸せじゃないのに、子どもだけ幸せにはなれません」

これは、川崎市こどもの権利条例制定時に、当時の子どもたちから発せられたメッセージです。 
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推進体制と政策評価の手法、②地域固有の文化資源の掘り起こしとその手法、③アーティスト・クリエー

ターや NPO 等市民団体など民間の担い手へのサポートのあり方、④創造都市ネットワーク日本のような

自治体間協力あり方などの論点から自治体政策としての創造都市政策について検討する。 
◎パネリスト 野田 邦弘（横浜市立大学客員教授） 
◎パネリスト 稗田 猛典（元・北九州市役所） 
◎パネリスト 竹見 聖司（丹波篠山市役所） 
●コーディネーター 鈴木 伸治（横浜市立大学教授） 

分科会 ８ （地元企画）子どもの権利条例と子どもを取り巻く「いま」              
「まず、おとなが幸せにいてください。おとなが幸せじゃないのに、子どもだけ幸せにはなれません」

これは、川崎市こどもの権利条例制定時に、当時の子どもたちから発せられたメッセージです。 
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 １９９４年の子どもの権利条約批准以降、子どもの権利を具現化していく施策は自治体が先鞭をつけ

てきました。いじめ、不登校、体罰、児童虐待、外国籍の子どもたちへの支援等、子どもに関する問題は

その時々で形を変え、いまなお多くの課題を抱えています。また一方、コロナ禍における教育現場の混乱

や少子化の加速、育児不安の拡大など、大人社会が抱える問題の方がより大きいようにも思われます。 
 こども家庭庁が設置され、こども基本法が施行されるなど、わが国においてもようやく子どもを中心

に据えた政策が動き出しました。川崎市こどもの権利条例やそれに関する取り組みを題材にしつつ、現代

社会における「こども」と「おとな」のいまに焦点を当てていきます。 
◎パネリスト 山田 洋志（教育系ＩＴベンチャー 株式会社ガッコム代表取締役社長） 

 ◎パネリスト 鈴木 健（川崎市ふれあい館副館長） 
◎パネリスト 圓谷 雪絵（川崎市こども未来局青少年支援室子どもの権利担担当専門調査員） 
●コーディネーター 甲斐田 万智子 

（認定 NPO 法人国際子ども権利センター（シーライツ）代表理事、文京学院大学教授） 

分科会 ９ （公募企画）議会からの政策立案をすすめるには〜執行部と議会はどう協働するか〜   
二元代表制のもと、議会は首長提案の議案に賛否を示すだけではなく、議会自らが政策提案をすること

で首長との善政競争をすすめ、より住民に必要な政策実現を図ることができます。 
しかし、実際には議会側から政策立案、政策提言をしようとするとき、議会と執行部が対立するのでは

なく、いかに協働・協調できる体制をつくるかが鍵になってきます。 
当分科会では、全国の地方議会で議会側からの政策立案などに先進的に取り組んでいる自治体議会関係

者や首長とともに、二元代表制の善政競争のためには議会と執行部がどのような関係にあるべきか、具体

的な取り組みの中から学び、考えます。 
◎パネリスト 佐藤 健（飯田市長） 

◎パネリスト 菅原 由和（奥州市議会議長） 

◎パネリスト 小幡 沙央里（横須賀市議会副議長） 

◎パネリスト 田村 琢実（埼玉県議会議員） 

●コーディネーター 前泊 美紀（那覇市議会議員） 

 
ポスターセッション                 ８月２６日（土） 10:00～16:00      
 

地域ブロック単位、個人・団体の報告書などの配布・展示、自治体の取組みの紹介、出版物の展

示・配布等を通して、参加者が交流・意見交換できる場としてポスターセッションを開催します。 

コアタイム(12：50～13：30)には出展者が展示内容について解説します。                  
 
エクスカーション                  ８月２６（土）、２７日（日）      
◎Ａコース（８月２６日～２７日） 
川崎臨海部の変貌、工場夜景とキングスカイフロント、多文化共生のまちづくりコース 

（1 日目） 

カルッツかわさき前 ＝＝ 川崎大師【夕食・自由拝観】 ＝＝川崎工場夜景ツアー 

 16:30 集合・出発     17:00～18:00  観光バス（見所で下車） 

＝＝ かわさきマリエン ＝＝ 東扇島東公園 ＝＝ 東急ＲＥＩホテル【宿泊】 

 展望フロアから夜の川崎港を見学。        21:30 

（２日目） 

東急ＲＥＩホテル【朝食】 ＝＝ キングスカイフロント ＝＝  川崎市ふれあい館 

  8:50 出発         9:00～10:30（レクチャー・見学）  11:00～12:00  

            ※キングスカイフロントからふれあい館はタクシーに分乗して移動します。               

◎Ｂコース（８月２７日） 
三浦半島の｢小網代(こあじろ)の森｣を歩く!源流から海までまるごと保全された生態系を体験するコース 

京浜急行電鉄三崎口駅改札  ＝＝  小網代の森インフォメーションスペース ＝＝ 

  9:30 集合・出発   路線バスで移動   10:00～ 概要説明 

 ＝＝＝ 小網代の森を散策 

     10:30～12:30 現地解散 
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　※Ａコースは、募集型企画旅行として、名鉄観光サービス㈱にも直接申し込む必要があります。

小網代の森は、三浦半島の相模湾に面した約70haの森です。谷に沿っ
て流れる「浦の川」の集水域として、森林、湿地、干潟及び海までが連
続して残されている、関東地方で唯一の自然環境と言われています。か
つてゴルフ場の開発計画が持ち上がりましたが、関係者の協力により保
全が図られ、平成26年には散策路等の整備により一般開放されました。
NPO法人小網代野外活動調整会議スタッフのガイドをお聞きし、行政、
NPO、企業の連携の歴史を学ぶとともに、貴重な自然を体験しましょ
う。

京浜工業地帯の石油化学コンビナートの核心部。市民ガイド「川崎工
場夜景ナビゲーター」がとっておきの夜景スポットを案内します。夜
は、多摩川の豊かな自然に包まれた地球にやさしい世界初の水素ホテル
に宿泊します。
　キングスカイフロントは、世界最高水準の研究開発から新産業を創出
するオープンイノベーション拠点。羽田空港に隣接する約40haに及ぶ
このエリアには、健康・医療・福祉、環境といった課題の解決に貢献す
る研究機関が立地します。
　日本人と韓国・朝鮮人を主とする在日外国人が、市民としてこどもか
らお年寄りまで相互にふれあいをすすめることを目的として、互いの歴
史・文化等を理解し、差別をなくし、共に生きる地域社会を創造してい
くため

　9：30集合・出発　　　　　　　路線バスで移動　　10：00～概要説明

　＝＝＝　小網代の森を散策
　　　　　　10: 30 ～12：30　現地解散　　　　　　

［B］三浦半島の「小網代(こあじろ)の森」を歩く！源流から海までまるごと保全された生態系を体験するコース

◎ご旅行代金：お一人様１,５00円　◎旅費に含まれるもの：ガイド料　◎募集人員３０名
歩きやすい服装、靴で雨具持参。少雨決行しますが、荒天時や施設の安全確保ができない場合には中止することもあります。

（日）
8/27

京浜急行電鉄 三崎口駅改札　＝＝＝＝＝　小網代の森インフォメーションスペース
日時 行　　　　　程

　　　※一部徒歩の行程がございます。歩きやすい服装、靴でご参加ください。

　　10頁大会申込W EBサイトにてお申込みいただくか、別紙大会申込書のエクスカーション希望欄に

［A］８月26日（日）16：30 ～ 27日（日）12：00

川崎臨海部の変貌、工場夜景とキングスカイフロント、多文化共生のまちづくり
◎旅行企画実施：名鉄観光サービス㈱商品販売部 03-5759-8400（平日9:30～18:00）

三浦半島の「小網代(こあじろ)の森」を歩く！源流から海までまるごと保全された生態系を体験。

　ご記うえ、FAX又はEメール又は郵送にて大会事務局へお申し込みください。　

［B］８月２7日（日） 9：３0 ～ 1２：30

エクスカーションのご案内＜8/26(土)、27日(日)＞（募集型企画旅行）

　　川崎市の歴史とまちづくり、神奈川県の自然を深く知っていただくため、自治体学会地元実行委員会

　ならではのエクスカーションを川崎市観光協会とも協力をして企画しました。

　　　※悪天候や交通事情で、行程の一部を急遽変更する場合もございます。予めご承知おき願います。

［A］川崎臨海部の変貌、工場夜景とキングスカイフロント、多文化共生のまちづくりコース

◎ご旅行代金：お一人様　22,000円　◎募集人員３０名（最少催行人員２０名）　添乗員：なし

　旅費に含まれるもの：観光バス代、夕食代、東急REIホテル宿泊料（１泊朝食付）、ガイド料

　　　※各コース最少催行人員に満たない場合は、催行中止となります。

　　　　催行中止の場合、８月10日（木）までにご連絡いたします。

　　　※受付はお申し込み順とさせていただきますので、お早目にお申し込みください。

日時 行　　　　　程
カルッツかわさき前　＝＝　川崎大師【夕食・自由拝観】＝＝川崎工場夜景ツアー
　16：30集合・出発 観光バス（見どころで下車）17：00～18：00

展望フロアから夜の川崎港を見学

※東急REIホテルは正式には、川崎キングスカイフロント東急REIホテルです。

21：30
（土）
8/26

　＝＝　かわさきマリエン　＝＝　東扇島東公園東急　＝＝  東急REIホテル【宿泊】

8/27
（日）

東急REIホテル【朝食】＝＝　キングスカイフロント　＝＝　川崎市ふれあい館
　　　　　８：50　出発　　　　　　9：00～10：30（レクチャー・見学）　11：00～12：00

※キングスカイフロントからふれあい館はタクシー分乗して移動します
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自自治治体体学学会会事事務務局局かかららののおお知知ららせせ  

 

◆川崎大会における宿泊について 

従来、参加申し込み時に受付をしていました宿泊施設の予約・斡旋は、川崎大会では行いませんの

で、ご理解くださいますようお願いいたします。 

なお、川崎大会の会場となる「川崎市スポーツ・文化総合センター（カルッツかわさき）」、「川崎市

教育文化会館」は、ＪＲ川崎駅、京急川崎駅から徒歩圏内にあり、川崎駅周辺には宿泊施設は数多く

点在しています。 

大会への参加を予定されている方は、各自で、宿泊施設を早目に確保されますよう、お願いいたし

ます。 

◆参加者の受付について 

  ８月２５日（金）、２６日（土）  

   カルッツかわさきに設置します。設置場所等は当日ご案内します。 

   参加する方は、必ず、受付を済ませてください。 

◆大会資料について 

・プログラム集は印刷物としては発行せず、学会ホームページに掲載いたしますので、ご覧くださ

い。 

 ・当日資料集についても印刷物としては発行いたしません。大会への参加を申し込まれた方には、 

資料の取得（ダウンロード）方法につきまして、大会数日前までにメールで連絡いたします。 

 ・必要な資料は、ご面倒でも、各自でプリントアウトするなどして、ご持参願います。 

◆自治体学会総会について 

 ・自治体学会の総会は、９時３０分から１０時１５分までの予定で、「カルッツかわさき」で行いま

す。（会場は当日表示します。） 

 ・総会は、学会の事業計画案や予算案等を審議する重要な会議です。分科会の打合せなど支障のない

方はご出席下さい。２５日に受付を済ませていない方は、総会後に受付を済ませてください。 

◆研究発表セッション、分科会、ポスターセッションの会場について 

 ・２日間とも、「川崎市スポーツ・文化総合センター（カルッツかわさき）」、「川崎市教育文化会館」

の会議室各室を使用して開催します。 

会場案内を受付で配布いたします。 

◆コロナ対策について 

 ・大会当日、発熱等で体調の悪い方は参加を中止してください。 

 ・場内ではマスクの着用をお願いします。また、大声等での会話はお避け下さい。 

 ・会場内には消毒薬を配置しますので、適宜ご利用ください。 

 ◆昼食会場について 

 ・川崎駅周辺には多くの飲食店があるものの、会場から往復すると３０分程度を要します。会場周辺

の飲食店は多くありません。昼食時間帯は混雑が予想されますので、昼食を持参されるか、弁当の

予約をお願いします。 

 ・昼食可能な場所は、当日配布する会場案内をご覧ください。 

◆喫煙場所について 

 ・喫煙可能な場所についても会場案内に表示します。 
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参加申込について 

 

今年度の自治体学会大会は、４年ぶりに現地での開催として、川崎市で行われます。 

参加の申込は、従来の旅行事業者への業務委託ではなく、事務局が受付窓口となりま

す。 

参加を希望される方は下記の方法により申し込んでください。 

 

＜＜参参加加申申込込方方法法＞＞  

〇 開催案内に示してある「大会参加申込書」により、必要事項を記入の上、メール、 

ＦＡＸ、郵送にて事務局へお送りください。 

申込書のファイルは学会ホームページにも掲載しています。 

・E-mail  jichitai-soumu1986@jigaku.org 

・郵 送  〒101-0053 東京都千代田区神田美土代町 3-4 ニュー楓ビル 8Ｆ  

・ＦＡＸ  03-5577-3187 

 

〇 次のサイトからも申し込むことができます。グーグルフォームのアンケート形式の 

 回答により申し込んでください。 

  申し込み後 送信をクリックすると回答状況が、指定のアドレスに送付され確認が 

 できます。 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScONNpH6X5iV74K3CBba_PArW1olU_Ghy4DJwvKW4h7UOY1
qA/viewform?usp=sf_link 
 
https://forms.gle/jQMoA9hp9RhSKT7E8 

 

  右のＱＲコードからも申し込みが可能です。  

                               
〇 参加申込期限は、２０２３年８月６日（日）です。 

〇 参加費は次のとおりです。（1 日のみの参加も同額です。） 

会 員 ３，０００円 

  非会員 ６，０００円 

 

  なお、参加費について、自治体学会発行の領収書が必要な方は、直接自治体学会事

務局宛にお申し込みください。 

    ・E-mail  メール送付先：jichitai-soumu1986@jigaku.org    
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＜＜参参加加費費のの振振りり込込みみ＞＞ 

○ 大会参加費、エクスカーション参加費、弁当代については、８月１４日（月）までに、

振込手続きをお願いします。

○ 次のいずれかの口座へ振込をお願いします。振込手数料は参加者負担となりますので

ご了承ください。

○ 参加費の入金後、公務等の都合により参加できなくなった場合は、事務局に８月１８

日（金）までにご連絡ください。

【振込先口座】

① 三菱ＵＦＪ銀行 八重洲通支店 普通預金 口座番号：０３７８４１６

           口座名義 自治体
ジチタイ

学会
ガッカイ

理事長
リジチョウ

阿部
ア ベ

昌樹
マ サ キ

  ②ゆうちょ銀行  〇一八
ゼロイチハチ

支店  口座番号：０２１０７８９

           口座名義 ジチタイガッカイ

＜＜エエククススカカーーシショョンンＡＡココーースス参参加加のの方方へへ＞＞ 

○ エクスカーションＡコースは、募集型企画旅行として、名鉄観光サービス㈱が実施

します。そのため、エクスカーションＡコースの参加費は、下記の口座に振込をお願

いいたします。

① 三菱ＵＦＪ銀行 新東京支店  普通預金 口座番号：３３１８５４３

② みずほ銀行   第五集中支店 普通預金 口座番号：０１７０５４３

口座名義はいずれも、 メイテツカンコウサービス（カ です。

募集型企画旅行の場合の条件書については、下記のＵＲＬかＱＲコードからご覧いた

だけます。ご参考にしてください。

https://www.mwt.co.jp/info/joken_jpn.pdf?_ga=2.180228900.16365489.1687943738-810853501.1626248389

＜参加証について＞

〇 参加費の入金が完了した方には、大会参加証等をお送りします。この参加証は大会

当日にご持参ください。

                （大会に関する問い合わせ先）

                 自治体学会事務局 杉渕

                 電話 03-5577-3187

E-mail jichitai-soumu1986@jigaku.org
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申込書のファイルは学会ホームページにも掲載しています。 

・E-mail  jichitai-soumu1986@jigaku.org 

・郵 送  〒101-0053 東京都千代田区神田美土代町 3-4 ニュー楓ビル 8Ｆ  

・ＦＡＸ  03-5577-3187 

 

〇 次のサイトからも申し込むことができます。グーグルフォームのアンケート形式の 

 回答により申し込んでください。 

  申し込み後 送信をクリックすると回答状況が、指定のアドレスに送付され確認が 

 できます。 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScONNpH6X5iV74K3CBba_PArW1olU_Ghy4DJwvKW4h7UOY1
qA/viewform?usp=sf_link 
 
https://forms.gle/jQMoA9hp9RhSKT7E8 

 

  右のＱＲコードからも申し込みが可能です。  

                               
〇 参加申込期限は、２０２３年８月６日（日）です。 

〇 参加費は次のとおりです。（1 日のみの参加も同額です。） 

会 員 ３，０００円 

  非会員 ６，０００円 

 

  なお、参加費について、自治体学会発行の領収書が必要な方は、直接自治体学会事

務局宛にお申し込みください。 

    ・E-mail  メール送付先：jichitai-soumu1986@jigaku.org    
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http://www.culttz.city.kawasaki.jp/

駐車場は数に限りがありますので、ご来館の際は、公共交通機関などをご利用ください。

（工事中）（工事中）

臨港バス
乗車券センター●
臨港バス
乗車券センター●

中央口中央口
コンビニコンビニ

眼鏡店眼鏡店

アクセスＭＡＰアクセスＭＡＰ

川崎駅東口(バス乗場)拡大図

（カルッツかわさきパンフレットより）
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